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「記念すべき広報第1号は昭和29年10月20日 

A3判で発行されました。当時の人Iコ36, 504 
人、世帯数6,295戸のほか市制施行にともな

い市議会議員の構成、市役所の機構などが

掲載されています」 

「昭
和
4
9年
1
0月
1
日
に
発
行
さ
れ
た
2
0周
年

記
念
号
。
特
集
号
と
し
て
表
紙
は
力
ラ
ー
と

し
、
内
容
も
市
制
2
0年
の
歩
み
を
年
表
つ
き

で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
」
 

市
広
報
は
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
市
政
を
伝
え
続
け
ま
す
 

昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日
の
市
制
施
行

よ
り
四
十
五
年
。
そ
の
間
、
広
報
は
時
代

の
変
化
と
と
も
に
名
称
、
形
式
を
変
化
さ

せ
な
が
ら
も
、
当
市
の
出
来
事
を
皆
様
に

伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
れ
ば

広
報
に
は
皆
様
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
「
広
報
ご
し
ょ

が
わ
ら
」
 
は市
政
を
、
イ
ベ
ン
ト
を
、
生

活
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
五
所
川
原
の

歴
史
を
綴
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

「昭禾ロ39年 7月25日に発行された10周年記

念号。この当時は毎月 5・15・25日の 3 
回、広報が発行されていました」 

「昭和59年10月15日に発行された 

30周年記念号。30周年式典、七

ツ館小学校グランド完成の記事

が掲載されました」 

「平成 6年10月 1日に発行された 

40周年記念号。写真で40年前の

五所川原を紹介していました。 

また、サイズは B5判ながらも

現在の形式となっています」 

づ1沙讐っ109 oこはりrから 

づ砂りh麟簾綴 
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市
制
施
行
四
十
五
周
年
を
 

記
念
し
功
労
章
表
彰
式
 市

で
は
、
十
月
一
日
、
市
制
施
行
四

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
や

環
境
美
化
な
ど
の
各
分
野
で
地
道
な
活

動
を
続
け
、
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
功

労
者
（
二
十五
人
・
四
団
体
）
に
「功
労

章
」
を
贈
り
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
成
田
市
長
が
表
彰
状
と
記

念
品
を
授
与
し
た
あ
と
、
「
日
頃
か
ら

思
い
や
り
の
心
をも
っ
て
地
道
な
活動

を
続
け
各
分
野
に
奉
仕
し
、
大
き
な
功

績
を
あ
げ
た
皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
し
、
 

市
発
展
の
た
め
に
よ
り
一
層
の
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ

の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
片
岡
敬
章

さ
ん
が
「
大
変
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
 

こ
の
栄
誉
を
糧
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
各

分
野
で
頑
張
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

各
受
賞
者
の
功
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
 

片
岡
敬
章
さ
ん
（
中
平
井
町
）
 

永
年
に
わ
た
り
県
剣
道
連
盟
理
事
、
 

北
五
中
体
連
剣
道
大
会
審
判
長
を
務
め
、
 

剣
道
競
技
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
 

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ッ
普
及
発
展
、
体
位

の
向
上
、
健
全
育
成
に
指
導
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
た
。
 

山
内
政
さ
ん
（
敷
島
町）
 

昭
和
五
十
六
年
に
市
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

協
議
会
を
設
立
以
来
、
会
長
と
し
て
会

員
の
指
導
に
あ
た
り
、
県
民
生
涯
ス
 
 ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
毎
年
参
加

し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
多
大
な

評
価
を
得
た
ほ
か
、
市
体
育
指
導
委
員

を
永
ら
く
勤
め
ら
れ
青
少
年
、
婦
人
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
果
た
さ
れ
た
。
 

江
良
力
さ
ん
（
毘
沙
門
）
 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
十
五
年
間
に
わ

た
り
、
毘
沙
門
小
学
校
を
は
じ
め
五
所

川
原
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
「
一

好
中
学
校
に
図
書
及
び
ビ
デ
ォ
購
入
費

等
を
寄
付
さ
れ
、
児
童
、
生
徒
の
健
全

育
成
及
び
教
育
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
。
 

高
橋
武
一
さ
ん
（
藻
川
）
 

昭
和
四
十
年
以
来
、
統
計
調
査
員
と

し
て
業
務
の
重
要
性
を
良
く
認
識
し
、
 

職
務
に
も
忠
実
で
あ
り
他
の
調
査
員
の

模
範
と
な
る
ほ
か
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
平
成
九
年
ま
で
市
統
計
協
会
会
長
を

務
め
指
導
的
役割
を
果
た
さ
れ
た
。
 

山
口
智
弘
さ
ん
（
毘
沙
門
）
 

平
成
二
年
以
来
、統
計
調
査
員
と
し

て
業
務
の
重
要
性
を
良
く
認
識
し
、
職

務
に
も
忠
実
で
あ
り
他
の
調
査
員
の
模

範
と
な
る
ほ
か
、
平
成
九
年
か
ら
十
一

年
ま
で
市
統
計
協
会
会
長
を
務
め
指
導

的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
 

斉
藤
繊
之
助
さ
ん
（
原
子
）
 

四
十
年
以
上
に
わ
た
り
農
業
の
傍
ら

鍛
冶
屋
を
経
営
さ
れ
鉄
、
鎌
、
鍬
な
ど

農
作
業
に
か
か
わ
る
器
具
を
手
づ
く
り

に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
ほ
か
、
祭
り
に
 
 不

可
欠
な
手
振
鉦
も
作
り
、
そ
の
品
質

に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
市
内
唯
一
の

鍛
冶
職
人
と
し
て
の
功
績
に
よ
る
。
 

三
上
正
義
さ
ん
（
俵
元
）
 

五
十
年
以
上
に
わ
た
り
根
曲
り
竹
を

使
用
し
て
、
り
ん
ご
の
手
篭
を
は
じ
め

ど
じ
ょ
う
篭
、
朱
な
ど
を
手
づ
く
り
に

よ
っ
て
製
作
し
、
そ
の
自
然
の
素
材
を

生
か
し
た
製
品
は
利
用
者
の
高
い
評
価

を
得
て
い
る
市
内
唯
一
の
竹細
工
職
人

と
し
て
の
功
績
に
よ
る
。
 

敦
賀
光
雄
さ
ん
（
小
曲）
 

昭
和
三
十
五
年
小
曲納
税
貯
蓄
組
合

の
設
立
と
同
時
に
組
合
長
に
就
任
、
以

来
、
組
合
員
に
納
税
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
る
と
と
も
に
納
税
成
績
向
上
の
た

め
率
先
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ

た
。
 

寺
田
武
男
さ
ん
（
唐
笠柳
）
 

昭
和
三
十
五
年
から
三
十
九
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
消

防
の
鉄
則
を
深
く
認
識
し
、
災
害
発
生

に
際
し
て
は
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

も
っ
て
、
率
先
し
て
職
務
の
遂
行
に
あ

た
ら
れ
、
被
害
を
最
小
限
に
阻
止
す
る

な
ど
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

舘
山
石
五
郎
さ
ん
（
ー
ッ
谷）
 

永
年
に
わ
た
り
西
北
中
央
病
院
の
敷

地
の
ほ
か
、付
近
の
一
般歩
道
な
ど
天

候
に
拘
ら
ず
清
掃
活
動
を
熱
心
に
続
け

ら
れ
、
病
院
及
び
周
辺
の
環
境
美
化
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
。
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体
位

の
向
上
、
健
全
育
成
に
指
導
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
た
。
 

山
内
政
さ
ん
（
敷
島
町）
 

昭
和
五
十
六
年
に
市
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

協
議
会
を
設
立
以
来
、
会
長
と
し
て
会

員
の
指
導
に
あ
た
り
、
県
民
生
涯
ス
 
 ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
毎
年
参
加

し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
多
大
な

評
価
を
得
た
ほ
か
、
市
体
育
指
導
委
員

を
永
ら
く
勤
め
ら
れ
青
少
年
、
婦
人
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
果
た
さ
れ
た
。
 

江
良
力
さ
ん
（
毘
沙
門
）
 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
十
五
年
間
に
わ

た
り
、
毘
沙
門
小
学
校
を
は
じ
め
五
所

川
原
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
「
一

好
中
学
校
に
図
書
及
び
ビ
デ
ォ
購
入
費

等
を
寄
付
さ
れ
、
児
童
、
生
徒
の
健
全

育
成
及
び
教
育
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
。
 

高
橋
武
一
さ
ん
（
藻
川
）
 

昭
和
四
十
年
以
来
、
統
計
調
査
員
と

し
て
業
務
の
重
要
性
を
良
く
認
識
し
、
 

職
務
に
も
忠
実
で
あ
り
他
の
調
査
員
の

模
範
と
な
る
ほ
か
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
平
成
九
年
ま
で
市
統
計
協
会
会
長
を

務
め
指
導
的
役割
を
果
た
さ
れ
た
。
 

山
口
智
弘
さ
ん
（
毘
沙
門
）
 

平
成
二
年
以
来
、統
計
調
査
員
と
し

て
業
務
の
重
要
性
を
良
く
認
識
し
、
職

務
に
も
忠
実
で
あ
り
他
の
調
査
員
の
模

範
と
な
る
ほ
か
、
平
成
九
年
か
ら
十
一

年
ま
で
市
統
計
協
会
会
長
を
務
め
指
導

的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
 

斉
藤
繊
之
助
さ
ん
（
原
子
）
 

四
十
年
以
上
に
わ
た
り
農
業
の
傍
ら

鍛
冶
屋
を
経
営
さ
れ
鉄
、
鎌
、
鍬
な
ど

農
作
業
に
か
か
わ
る
器
具
を
手
づ
く
り

に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
ほ
か
、
祭
り
に
 
 不

可
欠
な
手
振
鉦
も
作
り
、
そ
の
品
質

に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
市
内
唯
一
の

鍛
冶
職
人
と
し
て
の
功
績
に
よ
る
。
 

三
上
正
義
さ
ん
（
俵
元
）
 

五
十
年
以
上
に
わ
た
り
根
曲
り
竹
を

使
用
し
て
、
り
ん
ご
の
手
篭
を
は
じ
め

ど
じ
ょ
う
篭
、
朱
な
ど
を
手
づ
く
り
に

よ
っ
て
製
作
し
、
そ
の
自
然
の
素
材
を

生
か
し
た
製
品
は
利
用
者
の
高
い
評
価

を
得
て
い
る
市
内
唯
一
の
竹細
工
職
人

と
し
て
の
功
績
に
よ
る
。
 

敦
賀
光
雄
さ
ん
（
小
曲）
 

昭
和
三
十
五
年
小
曲納
税
貯
蓄
組
合

の
設
立
と
同
時
に
組
合
長
に
就
任
、
以

来
、
組
合
員
に
納
税
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
る
と
と
も
に
納
税
成
績
向
上
の
た

め
率
先
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ

た
。
 

寺
田
武
男
さ
ん
（
唐
笠柳
）
 

昭
和
三
十
五
年
から
三
十
九
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
消

防
の
鉄
則
を
深
く
認
識
し
、
災
害
発
生

に
際
し
て
は
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

も
っ
て
、
率
先
し
て
職
務
の
遂
行
に
あ

た
ら
れ
、
被
害
を
最
小
限
に
阻
止
す
る

な
ど
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

舘
山
石
五
郎
さ
ん
（
ー
ッ
谷）
 

永
年
に
わ
た
り
西
北
中
央
病
院
の
敷

地
の
ほ
か
、付
近
の
一
般歩
道
な
ど
天

候
に
拘
ら
ず
清
掃
活
動
を
熱
心
に
続
け

ら
れ
、
病
院
及
び
周
辺
の
環
境
美
化
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
。
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高
額
寄
付
者
に
 

市
か
ら
感
謝
状
贈
呈
 

小
坂
タ
II、
さん
（
川
端
町
）
 

二
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
市
役
所
通

り
街
路
の
除
草
、
落
ち
葉
拾
い
な
ど
、
 

天
候
に
拘
ら
ず
清
掃
活
動
を
続
け
ら
れ
、
 

街
の
環
境
美
化
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

吉
崎
芳
昭
さ
ん
（
松
島
町
一
丁
目）
 

永
年
に
わ
た
り
道
路
等
の
清
掃
を
天

候
に
拘
ら
ず
続
け
、
環
境
美
化
に
貢
献

さ
れ
た
ほ
か
、
市
の
観
光
ビ
デ
オ
を
制

作
し
、
祭
り
、
名
所
等
を
広
く
知
ら
し

め
て
郷
土
文化
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

千
葉
興
市
さ
ん
（
松
島
町
四
丁
目
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
松
島
四
丁
目
町
内
会
長

と
し
て
地
域
の
民
生
安
定
に
貢
献
さ
れ

た
ほ
か
、
天
候
に
拘
ら
ず
街
路
や
公
園

の
清
掃
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
、街
の

環
境
美
化
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

松
本
一
雄
さ
ん
（
末
広
町
）
 

昭
和
四
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
新
宮
町
行
政
連
絡
員
を

務
め
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る
こ
と

を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専
念
さ

れ
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
二
年
か
ら
は
町
内
会
長
と
し
て
民
生

安
定
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

加
藤
藤
男
さ
ん
（
稲
実
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
稲
実
行
政
連
絡
員
を
務

め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る
こ

と
を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専
念

さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 
 

白
川
久
夫
さ
ん
（
松
島
町
六
丁
目
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
松
島
町
六
丁
目
行
政
連

絡
員
を
務
め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕

者
た
る
こ
と
を
自覚
し
地
域
の
福
祉
向

上
に
専
念
さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ

れ
た
。
 

増
田
光
信
さ
ん
（
長
富
）
 

昭
和
四
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
上
長
富
行
政
連
絡
員
を

務
め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る

こ
と
を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専

念
さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ

か
町
内
会
長
と
し
て
民
生
安
定
に
尽
力

さ
れ
た
。
 

木
村
千
代
作
さ
ん
（
長
富
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
下
長
富
行
政
連
絡
員
を

務
め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る

こ
と
を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専

念
さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ

か
町
内
会
長
と
し
て
民
生
安
定
に
尽
力

さ
れ
た
。
 

伊
藤
博
治
さ
ん
（
俵
元
）
 

昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
十
一
年
四

月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
市
転
作
集
団

連
絡
協
議
会
長
を
務
め
ら
れ
、
転
作
組

合
の
連
携
と
育
成
強
化
を
図
り
市
の
転

作
達
成
に
大
き
な
指
導
力
を
発
揮
、
転

作
営
農
及
び
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
。
 

大
坂
惰
造
さ
ん
（
前
田
野
目
）
 

平
成
五
年
か
ら
前
田
野
目
部
分
林
組

合
長
を
務
め
ら
れ
、
市
部
分
林
野
の
下

刈
、
除
間
伐
な
ど
造
林
保
育
を
積
極
的

に
推
進
し
、
市
の
林
業
振
興
に
率
先
し

て
指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
 

新
谷
武
一
さ
ん
（
前
田
野
目
）
 

『
 

昭
和
六
十
二
年
か
ら十
二
年
間
に
わ

た
り
前
田
野
目
財
産
区
議
長
を
務
め
ら

れ
、
植
裁
か
ら
伐
採
ま
で
の
造
林
保
育

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
市
の
林
業

振
興
に
率
先
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た

さ
れ
た
。
 

柳
原
政
次
郎
さ
ん
（
原
子
）
 

昭
和
四
十
三
年
か
ら
三
十
二
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
原
子
溜
池
、
山
道
溜
池
、
 

館
ノ
沢
溜
池
の
水
門
守
と
し
て
農
業
用

水
の
効
率
的
な
管
理
に
尽
力
さ
れ
、
市

農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

中
川
哲
男
さ
ん
（
松
野
木）
 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
十
六
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
五
所
川
原
市
南
部
土
地
改

良
区
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
諸
事
業
を

推
進
し
て
農
地
の
保
全
及
び
水
利
の
調

整
に
尽
力
さ
れ
、
市
農
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

蒔
田
鉄
男
さ
ん
（
鳥
森
）
 

昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
四
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
五
所
川
原
堰
並
び
に
、
五

所
川
原
北
部
土
地
改
良
区
の
役
員
を
務

め
ら
れ
、
諸
事
業
を
推
進
し
て
農
地
の

保
全
及
び
水
利
の
調
整
に
尽
力
さ
れ
、
 

市
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 
 

伊
藤
角
右
衛
門
さ
ん
（
太
刀
打
）
 

昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
二
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
飯
詰
川
並
び
に
小
田
川

土
地
改
良
区
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
諸

事
業
を
推
進
し
て
農
地
の
保
全
及
び
水

利
の
調
整
に
尽
力
さ
れ
、
市
農
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

日
立
北
海
セ
III
nン
ダ
ク
タ
囲
津
軽
工
場

昭
和
五
十
八
年
か
ら
十
六
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
社
内
に
お
い
て
献
血
思
想

の
普
及
を
積
極
的
に
行
い
、
献
血
の
実

績
も
高
く
、
会
社
ぐ
る
み
で
献
血
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
 

昭
和
五
十
七
年
結
成
以来
、
自
主
防

災
体
制
を
確
立
し
地
域
社
会
の
防
火
思

想
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
新
婚

家
庭
へ
の
消
化
器
の
贈
呈
、
防
火
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
な
ど
消
防
防
災

行
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
子
ど
も
の
森
読
書
会
 

昭
和
五
十
六
年
創
設
以
来
、
夏
休
み

全
期
間
の
早
朝
子
ど
も
の
森
を
実
施
し

読
書
会
、
紙
芝
居
自
主
発
表
、青
空
図

書
館
開
設
、
文
集
の
発
行
な
ど
子
ど
も

達
に
読
書
の
機
会
を
提
供
し
読
書
の
喜

び
を
体
験
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

達
相
互
の
豊
か
な
人
間
関
係
と
自
主
性

を
養
う
こ
と
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

昭
和
六
十
三
年
設
立
以
来
、
子
ど
も

の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
や
創
意
あ
 
 

る
自
主
的
な
催
し
を
通
し
て
次
代
を
担

う
子
ど
も
達
に
、
豊
か
な
愛
、
希
望
、
 

夢
、
知
恵
と
勇
気
を
培
い
、
創
造
性
、
 

自
主
性
、
社
会
性
を
育
て
る
こ
と
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

十
月
一
日
、
市
に
対
し
て
高
額

（
十

万
円
以
上
）
の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
を

対
象
に
市
内
サ
ン
ル
ー
ト
ホ
テ
ル
に
お

い
て
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

贈
呈
さ
れ
た
方
々
は
、
教
育

・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
や
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
、立
武
多
へ
の
寄
付
を
さ
れ
た
（
五

人
、
七
十
三
団
体
）
皆
様
で
す
。
 

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
善
意
を
市
の

た
め
に
充
分
活
か
す
こ
と
を
お
約
東
す

る
と
と
も
に
改
め
て
、
感
謝
、
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
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高
額
寄
付
者
に
 

市
か
ら
感
謝
状
贈
呈
 

小
坂
タ
II、
さん
（
川
端
町
）
 

二
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
市
役
所
通

り
街
路
の
除
草
、
落
ち
葉
拾
い
な
ど
、
 

天
候
に
拘
ら
ず
清
掃
活
動
を
続
け
ら
れ
、
 

街
の
環
境
美
化
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

吉
崎
芳
昭
さ
ん
（
松
島
町
一
丁
目）
 

永
年
に
わ
た
り
道
路
等
の
清
掃
を
天

候
に
拘
ら
ず
続
け
、
環
境
美
化
に
貢
献

さ
れ
た
ほ
か
、
市
の
観
光
ビ
デ
オ
を
制

作
し
、
祭
り
、
名
所
等
を
広
く
知
ら
し

め
て
郷
土
文化
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

千
葉
興
市
さ
ん
（
松
島
町
四
丁
目
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
松
島
四
丁
目
町
内
会
長

と
し
て
地
域
の
民
生
安
定
に
貢
献
さ
れ

た
ほ
か
、
天
候
に
拘
ら
ず
街
路
や
公
園

の
清
掃
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
、街
の

環
境
美
化
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

松
本
一
雄
さ
ん
（
末
広
町
）
 

昭
和
四
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
新
宮
町
行
政
連
絡
員
を

務
め
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る
こ
と

を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専
念
さ

れ
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
二
年
か
ら
は
町
内
会
長
と
し
て
民
生

安
定
に
尽
力
さ
れ
た
。
 

加
藤
藤
男
さ
ん
（
稲
実
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
稲
実
行
政
連
絡
員
を
務

め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る
こ

と
を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専
念

さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 
 

白
川
久
夫
さ
ん
（
松
島
町
六
丁
目
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
松
島
町
六
丁
目
行
政
連

絡
員
を
務
め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕

者
た
る
こ
と
を
自覚
し
地
域
の
福
祉
向

上
に
専
念
さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ

れ
た
。
 

増
田
光
信
さ
ん
（
長
富
）
 

昭
和
四
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
上
長
富
行
政
連
絡
員
を

務
め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る

こ
と
を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専

念
さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ

か
町
内
会
長
と
し
て
民
生
安
定
に
尽
力

さ
れ
た
。
 

木
村
千
代
作
さ
ん
（
長
富
）
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
二
十
七
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
下
長
富
行
政
連
絡
員
を

務
め
ら
れ
、
常
に
市
民
の
奉
仕
者
た
る

こ
と
を
自
覚
し
地
域
の
福
祉
向
上
に
専

念
さ
れ
、
市
勢
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ

か
町
内
会
長
と
し
て
民
生
安
定
に
尽
力

さ
れ
た
。
 

伊
藤
博
治
さ
ん
（
俵
元
）
 

昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
十
一
年
四

月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
市
転
作
集
団

連
絡
協
議
会
長
を
務
め
ら
れ
、
転
作
組

合
の
連
携
と
育
成
強
化
を
図
り
市
の
転

作
達
成
に
大
き
な
指
導
力
を
発
揮
、
転

作
営
農
及
び
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
。
 

大
坂
惰
造
さ
ん
（
前
田
野
目
）
 

平
成
五
年
か
ら
前
田
野
目
部
分
林
組

合
長
を
務
め
ら
れ
、
市
部
分
林
野
の
下

刈
、
除
間
伐
な
ど
造
林
保
育
を
積
極
的

に
推
進
し
、
市
の
林
業
振
興
に
率
先
し

て
指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
 

新
谷
武
一
さ
ん
（
前
田
野
目
）
 

『
 

昭
和
六
十
二
年
か
ら十
二
年
間
に
わ

た
り
前
田
野
目
財
産
区
議
長
を
務
め
ら

れ
、
植
裁
か
ら
伐
採
ま
で
の
造
林
保
育

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
市
の
林
業

振
興
に
率
先
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た

さ
れ
た
。
 

柳
原
政
次
郎
さ
ん
（
原
子
）
 

昭
和
四
十
三
年
か
ら
三
十
二
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
原
子
溜
池
、
山
道
溜
池
、
 

館
ノ
沢
溜
池
の
水
門
守
と
し
て
農
業
用

水
の
効
率
的
な
管
理
に
尽
力
さ
れ
、
市

農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

中
川
哲
男
さ
ん
（
松
野
木）
 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
十
六
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
五
所
川
原
市
南
部
土
地
改

良
区
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
諸
事
業
を

推
進
し
て
農
地
の
保
全
及
び
水
利
の
調

整
に
尽
力
さ
れ
、
市
農
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

蒔
田
鉄
男
さ
ん
（
鳥
森
）
 

昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
四
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
五
所
川
原
堰
並
び
に
、
五

所
川
原
北
部
土
地
改
良
区
の
役
員
を
務

め
ら
れ
、
諸
事
業
を
推
進
し
て
農
地
の

保
全
及
び
水
利
の
調
整
に
尽
力
さ
れ
、
 

市
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 
 

伊
藤
角
右
衛
門
さ
ん
（
太
刀
打
）
 

昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
二
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
飯
詰
川
並
び
に
小
田
川

土
地
改
良
区
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
諸

事
業
を
推
進
し
て
農
地
の
保
全
及
び
水

利
の
調
整
に
尽
力
さ
れ
、
市
農
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

日
立
北
海
セ
III
nン
ダ
ク
タ
囲
津
軽
工
場

昭
和
五
十
八
年
か
ら
十
六
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
社
内
に
お
い
て
献
血
思
想

の
普
及
を
積
極
的
に
行
い
、
献
血
の
実

績
も
高
く
、
会
社
ぐ
る
み
で
献
血
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
 

昭
和
五
十
七
年
結
成
以来
、
自
主
防

災
体
制
を
確
立
し
地
域
社
会
の
防
火
思

想
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
新
婚

家
庭
へ
の
消
化
器
の
贈
呈
、
防
火
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
な
ど
消
防
防
災

行
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
子
ど
も
の
森
読
書
会
 

昭
和
五
十
六
年
創
設
以
来
、
夏
休
み

全
期
間
の
早
朝
子
ど
も
の
森
を
実
施
し

読
書
会
、
紙
芝
居
自
主
発
表
、青
空
図

書
館
開
設
、
文
集
の
発
行
な
ど
子
ど
も

達
に
読
書
の
機
会
を
提
供
し
読
書
の
喜

び
を
体
験
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

達
相
互
の
豊
か
な
人
間
関
係
と
自
主
性

を
養
う
こ
と
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

昭
和
六
十
三
年
設
立
以
来
、
子
ど
も

の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
や
創
意
あ
 
 

る
自
主
的
な
催
し
を
通
し
て
次
代
を
担

う
子
ど
も
達
に
、
豊
か
な
愛
、
希
望
、
 

夢
、
知
恵
と
勇
気
を
培
い
、
創
造
性
、
 

自
主
性
、
社
会
性
を
育
て
る
こ
と
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

十
月
一
日
、
市
に
対
し
て
高
額

（
十

万
円
以
上
）
の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
を

対
象
に
市
内
サ
ン
ル
ー
ト
ホ
テ
ル
に
お

い
て
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

贈
呈
さ
れ
た
方
々
は
、
教
育

・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
や
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
、立
武
多
へ
の
寄
付
を
さ
れ
た
（
五

人
、
七
十
三
団
体
）
皆
様
で
す
。
 

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
善
意
を
市
の

た
め
に
充
分
活
か
す
こ
と
を
お
約
東
す

る
と
と
も
に
改
め
て
、
感
謝
、
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
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市
議
会
議
長
に
 

副
議
長
に
 

前
田
清
勝
さ
ん
 

平
山
則
雄
さ
ん
 

議
 
会
 

平
成
十
一
年
第
六
回
定

例
会
 

平
成
十
一
年
五
所
川
原
市
議
会
第
六
 

川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会
議
員
辞

回
定
例
会
が
、
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
 

職
の
後
任
に
大
野
欽
也
議
員
を
選
任
し

九
日
ま
で
十
四
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
 

ま
し
た
。
 

れ
、
平
成
十
一
年
度
一
般
会
計補
正
予
 
ま
た
、

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大

算
案
な
ど
十
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
 

学
校
の
四
年
制
の
昇
格
を
目
指
し
議
会

決
、
承
認
。
議
員
提
出
議
案
一
件
の
意
 
に

設
置
さ
れ
て
い
た
特
別
委
員
会
は
、
 

見
書
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

労
働
省
に
よ
る
昇
格
が
事
実
上
不
可
能

人
事
案
件
で
は
、
平
山
則
雄
監
査
委
 

と
な
っ
た
た
め
今
定
例
会
で
廃
止
さ
れ

員
の
辞
任
に
伴
う
議
会
選
出
監
査
委
員
 
ま
し

た
。
 

に
木
村
清
一
議
員
を
、
前
田
清
勝
五
所
 

【
可
決
・
承
籾
」さ
れ

た
議
案

】
 

▽
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
 

▽
五
所
川
原
市
病
院
事
業
使
用
料
及
び

計
補
正
予
算
 
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

・

一
般
会
計
は
、
三
億
一
千
九
百
四
万
 

例
案
 

三
千
円
増
額
し
て
総
額
二
百
九
億
九
 

▽
五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
 

千
二
百
二
十
八
万
二
千
円
に
。
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
病
院
事
業
 
▽
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
 

会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
（一
一件
）
 

▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
 

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（六
件
）
 

会
計
決
算
に
つ
い
て
 
▽

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用
水
 

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
議
員
提
出
議
案
 

▽
五
所
川
原
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
手
数
 
「

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」
の
推

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 
進

と
道
路
特
定
財
産
の
確
保
に
関
す

例
案
 
る
意

見
書
 

夏
の
祭
り
の
 

」」
 

熱
い
夜
を
再現
 

立
依
武
多
写
真
展
 

こ
の
夏
を
賑
わ
せ
た
五
所
川
原
立
侯

武
多
の
写
真
展
が
、
九
月
三
十
日
か
ら

十
月
五
日
ま
で
中
三
デ
パ
ー
ト
5
階
催

事
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
展
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
立
侵
武

多
を
作
る
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
立

侵
武
多
の
製
作
過
程
、
組
み
立
て
、
そ

し
て
運
行
の
勇
姿
な
ど
、
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
写

真
八
十
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

斉
藤
一
郎
議
長
の
議
長
辞
任
に
伴
い
 

ま
た
会
場
で
は
祭
り
を
撮
っ
た
ビ
デ
オ

前
田
清
勝
議
長
が
、
大
野
欽
也
副
議
長
 
も
上
映

さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、
ね
ぷ
た

の
辞
任
に
伴
い
平
山
則
雄
副
議
長
が
そ
 
ば

や
し
を
聞
い
て
ル
熱
い
夏
の
夜
）
を

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

思
い
出
し
な
が
ら
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
 

議
長
に
な
っ
た
前
田
清
勝
さ
ん
は
、
 

昭
和
五
十
四
年
か
ら
連
続
六
期
当
選
。
 

こ
の
間
、
副
議
長
や
民
生
常
任
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
 

前
田
議
長
は
、
「
二
十
年
間
の
議
会

で
の
経
験
を
生
か
し
西
北
地
方
の
中
心

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
運
営
に
努
め

た
い
」
と
、ま
た
、
平
山
副
議
長
は
、
「前

田
議
長
と
と
も
に
市
議
会
の
与
野
党
を

区
別
せ
ず
に
公
平
公
正
な
議
会
運
営
に

職
務
を
全
う
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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議
 
会
 

平
成
十
一
年
第
六
回

定
例
会
 

平
成
十
一
年
五
所
川
原
市
議
会
第
六
 

川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会
議
員
辞

回
定
例
会
が
、
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
 
職
の
後

任
に
大
野
欽
也
議
員
を
選
任
し

九
日
ま
で
十
四
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
 
ま
し

た
。
 

れ
、
平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 
ま
た
、

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大

算
案
な
ど
十
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
 
学
校
の
四
年
制

の
昇
格
を
目
指
し
議
会

決
、
承
認
。
議
員
提
出
議
案
一
件
の
意
 
に
設
置

さ
れ
て
い
た
特
別
委
員
会
は
、
 

見
書
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

労
働
省
に
よ
る
昇
格
が
事
実
上
不
可
能

人
事
案
件
で
は
、
平
山
則
雄
監
査
委
 
と
な
っ

た
た
め
今
定
例
会
で
廃
止
さ
れ

員
の
辞
任
に
伴
う
議
会
選
出
監
査
委
員
 
ま
し

た
。
 

に
木
村
清
一
議
員
を
、
前
田
清
勝
五
所
 

市
議
会
議
長
に
 

副
議
長
に
 

前
田
清
勝
さ
ん
 

平
山
則
雄
さ
ん
 

【
可
決
・
承
認
さ
れ

た
議
案

】
 

▽
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
 
▽
五

所
川
原
市
病
院
事
業
使
用
料
及
び

計
補
正
予
算
 
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

・

一
般
会
計
は
、三
億
一
千
九
百
四
万
 

例
案
 

三
千
円
増
額
し
て
総
額
二
百
九
億
九
 

▽
五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
 

千
二
百
二
十
八
万
二
千
円
に
。
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
病
院
事
業
 
▽

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
 

会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
（一
一
件）
 

▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
 
▽
市

道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
六
件
）
 

会
計
決
算
に
つ
い
て
 
▽

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用
水
 
▽
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
議
員
提
出
議
案
 

▽
五
所
川
原
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
手
数
 
「

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」
の
推

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 
進

と
道
路
特
定
財
産
の
確
保
に
関
す
 

例
案
 

る
意
見
書
 

、
 

夏
の
祭
り
の
 

書

熱
い
夜
を
再現
」
 

立
依
武
多
写
真
展
 

こ
の
夏
を
賑
わ
せ
た
五
所
川
原
立
侵

武
多
の
写
真
展
が
、
九
月
三
十
日
か
ら

十
月
五
日
ま
で
中
三
デ
パ
ー
ト
5
階
催

事
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
展
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
立
侯
武

多
を
作
る
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
立

侯
武
多
の
製
作
過
程
、
組
み
立
て
、
そ

し
て
運
行
の
勇
姿
な
ど
、
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
写

真
八
十
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

斉
藤
一
郎
議
長
の
議
長
辞
任
に
伴
い
 

ま
た
会
場
で
は
祭
り
を
撮
っ
た
ビ
デ
オ

前
田
清
勝
議
長
が
、
大
野
欽
也
副
議
長
 
も
上
映

さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、
ね
ぷ
た

の
辞
任
に
伴
い
平
山
則
雄
副
議
長
が
そ
 
ば

や
し
を
聞
い
て
ル
熱
い
夏
の
夜
）
を

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

思
い
出
し
な
が
ら
熱
心
に
見
入
っ
て
い

議
長
に
な
っ
た
前
田
清
勝
さ
ん
は
、
 

ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
四
年
か
ら
連
続
六
期
当
選
。
 

こ
の
間
、
副
議
長
や
民
生
常
任
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
 

前
田
議
長
は
、
「
二
十
年
間
の
議
会

で
の
経
験
を
生
か
し
西
北
地
方
の
中
心

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
運
営
に
努
め

た
い
」
と
、ま
た
、平
山
副
議
長
は
、
「前

田
議
長
と
と
も
に
市
議
会
の
与
野
党
を

区
別
せ
ず
に
公
平
公
正
な
議
会
運
営
に

職
務
を
全
う
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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②⑦⑧保⑨ 

風］暑星存じで 

〈連載第15回〉 

①訪問介護 
・身体介護 

30分未満 	 2,100 
30分以上 1 時間未満 	 4,020 
1 時間以上 1 時間半未満 	5,840 
1 時間半」こI上（30分増すごとに） 2,190 
・家事援助 

30分以上 1 時間未満 	 1 ,530 
1 時間以上 1 時間半未満 	2,220 
1 時間半以上（30分増すごとに） 	830 

②訪問入浴介護 	 12,500 

③訪問看護 
・医療機関からの場合 

30分未満 	 3,430 
30分以上 1 時間未満 	 5,500 
1 時間以上 1 時間半まで 	8,450 
・訪問看護ステーションからの場合 

30分未満 	 4,250 
30分以上 1 時間未満 	 8,300 
1 時間以上 1 時間半まで 	11 ,990 

④訪問リハビ I) テーション 	 5,500 

⑤短期入所生活介護（旧当たり） 
要支援 
要介護 1 
要介護 2 
要介護3 
要介護4 
要介護 5 

8,350 
9,580 

10,050 
10,510 
10,980 
11 ,440 

問い合わせ先 介 護 保 険 課 

内線272・273 

①特別養護老人ホーム（旧当た‘J) 
要介護 1 
要介護 2 
要介護3 
要介護4 
要介護 5 

8,120 
8,590 
9,050 
9,520 
9,980 

②老人保健施設 
要介護 1 8,810 
要介護2 9,320 
要介護3 9,820 
要介護4 10,330 
要介護 5 10,830 

へ 
③療養型病床群 (1日当たり） 

要介護 1 11 ,420 
要介護2 11,810 
要介護3 12,200 
要介護4 12,600 
要介護 5 12,990 

＊各施設とも食事代 1 日当たり2, 120円が
加算される 

■標準的な介護サービスの平均利用額（月額） 

【在宅サービス】 

訪間介護 訪問看護 通所介護 
（回／週） 	（回／週） 	（回／週） 

要支援 	6.4万円 2 0.25 1 
要介護 1 	17.0万円 5 1 1 
要介護2 	20.1万円 5 1 2 
要介護3 	27.4万円 7.5 1 2 
要介護4 	31.3万円 8.5 2 0 
要介護 5 	36.8万円 13 2 0 

【施設サ一ビス】 
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各種介護サービスの費用を算定するためには一定の基準が必要となります。この基準となる額を 

「介護報酬」 といいます。 

介護サービスを提供した事業者・施設は、そのサービスごとに定められた介護報酬の基準額に従っ

て提供した介護サービスの費用を算定し、それを市町村保険者や利用者に請求することになります。 

介護保険制度による介護サービスの給付が受

けられるのは来年 4 月からとなっていますが、 

要介護認定を受けた場合、介護支援専門員が、 

一人ひとりにあった 「介護サービス計画（ケア

プラン）」 を立て、介護サービスを提供する事

業者や施設との連絡・調整をしてくれます。 

利用するサービス内容や時間によって費用が

異なり、また、施設サービスなどの利用にあた

っては、要支援・要介護度の度合によっても違

ってきます。そのため、厚生省では介護報酬の

仮単価を下記のとおり公表しました。 

■介護報酬の仮単価（単位・円） 

【在宅サービス】 

介護保険制度では、サービス利用にかかった 

費用の 9 割を国、県、市町村、保険料で負担し、 

残りの 1 割を利用者本人に負担していただきま 

す。（施設に入所した場合は費用の I 割のほかに、 

食費も負担していただきます。ただし、保険料 

を滞納した場合、サービス利用費の償還払い（自 

己負担分を除く）、保険給付の支払い一時差し止 

め、自己負担3割などの措置がとられますので、 、 
保険料はきちんと納めましょう。 

次回は、「介護サービス計画」の具体例に介護 

報酬の仮単価をあてはめ、介護サービスの費用 

と利用料がどのく らいになるか説明します。 

※厚生省による試算ですが、今後変更になる可能性あり。 

【施設サービス】 

5 平成11年10月15F1 
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す。（施設に入所した場合は費用の I 割のほかに、 
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を滞納した場合、サービス利用費の償還払い（自 

己負担分を除く）、保険給付の支払い一時差し止 
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保険料はきちんと納めましょう。 
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五所川原市役所 丑35-2111 



期間／10月23日出-24日日） 場所／五所川原市民体育館 

秋が山盛り第16回ごしょがわら産業まつり 

「くるみ園に寄贈された 
見事なヒョウタンと飾り台」 

曾

意
の
花
か
④
 

＠
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
北
五
退
職
公
務
員
女
性
部

（
木
村
チョ
代
表
）
廿
寄
贈
（
手
拭
い

・
バ
ス
タ
オ
 

ル
等
百
三
枚
、
兎
ぬ
い
ぐ
る
み
五
十
個
）
、慰
間
（
四
十
名
に
よ
る
歌
・
踊
り
）
。
 

〇
木
村
捷
則
さ
ん

（
市
内稲
実
字
米
崎
五
三
ー
五
三）
、鳴
海
正
悦
さ
ん
（
市
内
飯
 

詰
字
狐
野
七
九
ー
こ
、
小
野
文
雄
さ
ん

（
市
内
一
野
坪
字
緑
石
八
）
廿
寄
贈
 

（
ヒ
ョウ
タ
ン
大
小
三
十
個
、
飾
り
台
三
台
）
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
園
長
）
廿
慰
問
（
園
児
三
十名
に
よ
る
獅
子
舞
）
、
 

寄
贈
（
園
児
の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
五
十
個
）
。
 

〇
七
ッ
館
小
学
校
五
・
六
年
生
（
派
谷
隆
雄
代
表
）
廿
慰
問
（十
七
名
に
よ
る
獅
 

子
舞
、
入
園
者
と
一
緒
に
散
歩
）
。
 

⑨
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
匿
名
希
望
廿
十
万
円
。
 

〇
オ
ン
ニ
ャ
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会
呈
上
真
輝
代
表
）
廿
三
万
千
百
三
十
二
円
。
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
朝
野
球
協
会
（
成
田
光
昭
会
長
）
廿
十
四
万
四
百
四
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
勤
労
者
居
住
地
協
議
会
連
合
会
（
葛
西明
会
長
）
廿
一
万
千三
十
円
。
 

⑨
市
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
 

〇
阿
部
ミ
キ
さ
ん
（
市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
三
ニ
ー
三）
廿
寄
贈
百
本

R
三
振
り
）
。
 

⑥
市
環
境
対
策
課
へ
 

〇
み
ち
の
く
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
閥
五
所
川
原
営
業
所
（
中
山
善
隆所
長
）
 

廿
寄
贈
（
交
通
安
全
運
動
用
に
と
清
涼
飲
料
水
六
箱
）
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
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物（10月23日・24日の両日） 催 し 
新鮮野菜・＜だものとれたて市 西北五観光物産展 	 営農相談コーナー 

健康づ＜りコーナー 	 「つがる口マン」コーナー 五所川原たちねぷたコーナー 

農産加工品即売コーナー 津軽虫お＜り人形展 他盛りだ＜さんの内容です。 

森林と親しむコーナー 

主催／こしょがわら産業まつり運営委員会 問い合わせ先／農政課内線353 

  

n ェ口 
口 	1、王 

  

    

    

1ロ月23日出 

開会式 9時 30分 

漆川獅子舞・登山唯子 

子ども獅子舞（七ツ館小、藻川小） 

演芸大会（五所川原市老人クラブ） 

（ゲスト：竹谷美和子さん） 

1ロ月24日（日） 

開 場 9時 30 分 

演芸大会（JAごしょがわら市女性部） 

, 国民健康保険ワクワク福引き大会 

期間／10月23日出-24日日） 場所／五所川原市民体育館 

秋が山盛り第16回ごしょがわら産業まつり 

「くるみ園に寄贈された 
見事なヒョウタンと飾り台」 

曾

意
の
花
か
④
 

＠
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
北
五
退
職
公
務
員
女
性
部

（
木
村
チョ
代
表
）
廿
寄
贈
（
手
拭
い

・
バ
ス
タ
オ
 

ル
等
百
三
枚
、
兎
ぬ
い
ぐ
る
み
五
十
個
）
、慰
間
（
四
十
名
に
よ
る
歌
・
踊
り
）
。
 

〇
木
村
捷
則
さ
ん

（
市
内稲
実
字
米
崎
五
三
ー
五
三）
、鳴
海
正
悦
さ
ん
（
市
内
飯
 

詰
字
狐
野
七
九
ー
こ
、
小
野
文
雄
さ
ん

（
市
内
一
野
坪
字
緑
石
八
）
廿
寄
贈
 

（
ヒ
ョウ
タ
ン
大
小
三
十
個
、
飾
り
台
三
台
）
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
園
長
）
廿
慰
問
（
園
児
三
十名
に
よ
る
獅
子
舞
）
、
 

寄
贈
（
園
児
の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
五
十
個
）
。
 

〇
七
ッ
館
小
学
校
五
・
六
年
生
（
派
谷
隆
雄
代
表
）
廿
慰
問
（十
七
名
に
よ
る
獅
 

子
舞
、
入
園
者
と
一
緒
に
散
歩
）
。
 

⑨
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
匿
名
希
望
廿
十
万
円
。
 

〇
オ
ン
ニ
ャ
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会
呈
上
真
輝
代
表
）
廿
三
万
千
百
三
十
二
円
。
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
朝
野
球
協
会
（
成
田
光
昭
会
長
）
廿
十
四
万
四
百
四
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
勤
労
者
居
住
地
協
議
会
連
合
会
（
葛
西明
会
長
）
廿
一
万
千三
十
円
。
 

⑨
市
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
 

〇
阿
部
ミ
キ
さ
ん
（
市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
三
ニ
ー
三）
廿
寄
贈
百
本

R
三
振
り
）
。
 

⑥
市
環
境
対
策
課
へ
 

〇
み
ち
の
く
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
閥
五
所
川
原
営
業
所
（
中
山
善
隆所
長
）
 

廿
寄
贈
（
交
通
安
全
運
動
用
に
と
清
涼
飲
料
水
六
箱
）
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
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健康づ＜りコーナー 	 「つがる口マン」コーナー 五所川原たちねぷたコーナー 

農産加工品即売コーナー 津軽虫お＜り人形展 他盛りだ＜さんの内容です。 

森林と親しむコーナー 

主催／こしょがわら産業まつり運営委員会 問い合わせ先／農政課内線353 

  

n ェ口 
口 	1、王 

  

    

    

1ロ月23日出 

開会式 9時 30分 

漆川獅子舞・登山唯子 

子ども獅子舞（七ツ館小、藻川小） 

演芸大会（五所川原市老人クラブ） 

（ゲスト：竹谷美和子さん） 

1ロ月24日（日） 

開 場 9時 30 分 

演芸大会（JAごしょがわら市女性部） 

, 国民健康保険ワクワク福引き大会 
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生
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集
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団
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能
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開
発
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タ
ー
雪
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第
7
回

働
＜
婦
人
の
家

利
用
者
発
表
会
 

市
働
く
婦
人

の
家
 

合
（
3
5)
8
8
9
8
 

●

1
1月
6
日
田
9
時
3
0分

、
1
8時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
記
念
講
演
 

・

テ
ー
マ
 
「
介護
保
険
そ
し
て
私
た
ち

の
老
後
ー
豊
か
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
過
ご
す
た
め
に
、
」
 

・

講
師
 
松
浦
万
里
子
さ
ん
 

◇
特
別
出
演
 

サ
カ
ザ
キ
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
 

※
そ
の
他
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
行
 

い
ま
す
。
 

●

1
1月
7
日
同
 
9
時
3
0分

、
1
6時
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
講
演
 

・

テ
ー
マ
 
「健
康
で
長
生
き
を
」
 

・

講
師
 
白
戸
千
之
さ
ん
 

※
両
日
と
も
、
こ
の
ほ
か
舞
台
発
表
、
 

作
品
展
示
、
お
茶
席
、
食
堂
、
喫
茶

を
同
時
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
主
催
 
市
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
会

◇
共
催
 
五
所
川
原
地
区
栄
養
士
会
 

◇
募
集
科
目
 

・

1
級
 
機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
 

板
金
科
等
 

・

2
級
 
工
場
銀
金
科
、
配
管
科
等

◇
受
験
資
格
 
1
級
は
実
務
経
験
等
の

審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
2
級
に
つ
い

て
は
実
務
経
験
の
あ
る
方
は
学
歴
、
 

年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
受

講
で
き
ま
す
。
 

◇
訓
練
期
間
 
標
準
1
ケ
年
（
申
込
み

は
、
い
つ
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
）
 

◇
受
講
料
（
教
材
費
等
を
含
む
）
 

・

1
級
 
8
5
1
0
円
 

・

2
級
 
6
3
9
0
円
 

◇
詳
細
に
つ
い
て
は
お
電
話
に
て
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

,
 

市
制
施
行
4
5周
年
記
念
 

女
性
模
擬
議
会
を
 

開
催
し
ま
す
 

は
つ
ら

つ
女
性
課

内
線
2
3
2
 

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目

指
し
て
、
広
い
領
域
か
ら
市
民
の
意
見

や
要
望
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
女
性

の
政
治
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

政
策
等
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
 
「女
性
模
擬
議
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
9日
岡
 
1
3時
3
0分

市
役
所
5
階
 
市
議
会
議
場
 

移
動
芸
術
祭
巡回
公
演
 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

札
幌
交
響
楽
団
演
奏
会
 

オ
ル

テ
、
イ
ンア
 

容
（3
3)
2
1
1

ー
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
開
設
5
周
年
を
記
念

し
て
、
自
主
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
 

●

1
1月
1
1日
困
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
 

開
場
 
1
8時
 
開
演

1
8時
3
0分
 

◇
入
場
料
（
全
席
指
定
 
各
税
込
み
）
 

・

s
席
 
3
0
0
0
円
 

・

A
席
  
1
5
0
0
円
 

・

ペ
ァ
席
 
5
0
0
0
円
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
 
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
廿
（3
3)
2
1
1
1
 

市
職
員
互
助
会
 
公
（3
5)
2
1
1
1
 

内
線
2
6
2
 

タ
カ
ョ
楽
器
 
廿
（3
4)2
3
1
1
 

エ
ル
ム
案
内
カ
ウ
ン
タ

ー
 

●

（
3
3)  6
  n乙
”‘
(b
 

ー
オ
ルテ
、
イ
ソア
1
0月
の
催
し
物
案
内
一
 

一
訂
正
の
お知
ら
せ
 

一
 

1
0月
2
8日
大
ホ
ー
ル
 「
五
所川
原
高

等
学
校
創
立
7
0周
年
記
念
 
山
形
交
響

楽
団
演
奏
会
」
の
案
内
中
、
入
場
料
を

無
料
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
入
場
は
関

係
者
だ
け
に
な
り
ま
す
。
 一
般
の
方
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
学
校
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
お
控
え
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
だ
し
ま
す
。
 

図
書
館
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
市
立

図
書
館
 

容
（
3
4)
4
3
3
4
 

市
立
図
書
館
で
は
次
の
期
間
を
読
書

週
間
と
し
て
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
 

●

期
間
 
1
0月
3
0日
田
、
1
1月
1
0日
困

◇
特
別
内
容
 

・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

図
書
館
で
受
け
入
れ
な
か
っ
た
本
を
 

希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
。
 

・

本
の
展
示
 

「
食欲
の
秋
を
読
む
」
と
い
う
テ

ー
 

マ
で
、
美
味
し
そ
う
な
本
を
展
示
し

ま
す
。
 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保

健
所
予
防
課
 

丑
（3
4)
2
1
0
8
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る
な
ど
 

〔老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●
 

1
1月
9
日
因
 
1
3時

、
1
4時

◇
相
談
場
所
 
五
所
川
原
保
健
所

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
 

ア
イ
デ
ィ
ア
・
意
県
 
募
集
 

中
心
市
街

地
活
性
化
対

策
室

内
線

4
8
5
・
4
8
6
 

市
で
は
、
本
年
度
、
中
心
商
店
街
を

含
む
中
心
市
街
地
の
 
「活
性
化
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
こ
の
活
性
化
に
関
す
る
ア
イ
デ

ィ
ァ
や
意
見
を
募
集
し
、
基
本
計
画
の

中
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●

募
集
期
間
 

1
0月
1
8日
卿
ー
1
1月
5
日
固
 

◇
様
式
 
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

◇
応
募
先
 

財
政
部
企
画
課
中
心
市
街
地
対
策
室
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線

4
8
5
・
4
8
6
 

市
で
は
、
本
年
度
、
中
心
商
店
街
を

含
む
中
心
市
街
地
の
 
「活
性
化
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
こ
の
活
性
化
に
関
す
る
ア
イ
デ

ィ
ァ
や
意
見
を
募
集
し
、
基
本
計
画
の

中
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●

募
集
期
間
 

1
0月
1
8日
卿
ー
1
1月
5
日
固
 

◇
様
式
 
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

◇
応
募
先
 

財
政
部
企
画
課
中
心
市
街
地
対
策
室
 

五所川原市役所 丑35-2111 7 平成11年10月15日 



“中ミ鷲I::；に「芭』 

！と蹴輸”・・ 
-灘馨讐静義戸こ二二 

⑥主催／五所川原市文化振興会議 ⑥主会場／中央公民館 合35-6O56 
⑥日程／ 

月 日 時 	間 行 	事 団 	体 	名 会 	場 

10 24 9:30-14:Q0 県下俳句大会 五 所 川 原 俳 句 会 3階大広間 

11 1 ・2 9:00-i 6:00 生け花展示会 華 	道 	池 	坊 2階第3会議室 

11 1-3 
9:00 - 16:00 生け花展示会 華 道 龍 生 派 2階音楽室 

9:0O-17:00(i・2日） 

9:00-15:30(3日) 
盆 栽 展 示 会 五 所 川 原 盆 栽 会 

1 階大ホール 

11 2 13:OO-14:00 民 謡 発 表 会 五所川原民謡ニュ一盛会 1階大ホ―ル 

11 2・3 

9:00 -16:00 盤 景 展 示 会 五 所 川 原 紫 操 会 2階第2会議室 

9:00 -16:00 作 品 展 示 会 市老人クラブ連合会 3階第2控室 

象00- 16:00 写 真 展 示 会 五所川原写真クラブ 3階ギャラリ― 

9:00 -16:00 ちぎり絵展示会 和紙ちぎり絵しゆんこう 2階廊下 

9:00 -16:00 短 歌 展 示 会 津軽アスナ口短歌会 2階サ一クル室 

9: 00-i6: 00 生け花展示会 華 道 小 原 流 2階エ芸室 

9: 00-16: 00 生け花展示会 華 道 遠 州 流 2階第4会議室 

9:00-i 7:00 菊 花 大 会 五 所 川 原 晩 香 会 1 階口ビ― 

10: 00-i5: 30 絵 画 展 示 会 五所川原チャ一チル会 2階ギャラリ― 

iO:00-i5:30 絵 画 展 示 会 光 	彩 	会 1 階大ホー Jレ 

10: 00-17 : 00 (2 H) 
iO:00-16:00(3H) 

書 道 展 示 会 五 所 川 原 書 道 会 2階第 1 会議室 

3
  

9:00-i 0:00 筆 曲 発 表 会 松 	葉 	会 

10:00-i 1:00 尺 八 発 表 会 竹 	志 	会 

ii :00-11:30 謡 曲 大 会 
	  1階大ホ―ル 
五 所 川 原 宝 生 会 

12: 00-i3: 00 民 謡 発 表 会 五所川原民謡協会 

13:00 -14:00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 

14: 00-i5: 00 詩 吟 発 表 会 五 所 川 原 吟 詠 会 

1O:0O-12:0O 植物研究発表会 津 軽 植 物 の 会 2階視聴覚室 

10:00-H 5:00 市 民 茶 会 茶 道 遠 州 流 3階作法室 

10:00-i 5:00 市 民 茶 会 茶 道 裏 千 家 流 
3階大広間 

10: 00-i5: 00 市 民 茶 会 茶 道 表 千 家 流 

7 9:00-18:00 県下短歌大会 五 所 川 原 短 歌 会 3階大広間 

8 13:00-i 6:00 市内文化碑巡り 五所川原市文化振興会議 中央公民館前（13:00出発） 

参
加
し

ま
せ
ん
か
 

あ
お
も
り
の
景

観

づ
く
り

◇
景
観
サ
ポ
ー
タ

ー
と
は
 

景
観
形
成
（
優
れ
た
景
観
を
保
全
し

創
造
す
る
こ
と
）
の
た
め
の
 
「提
言

活
動
」
と
「
実
践
活
動
」
を
進
ん
で

行
い
、
地
域
の
景
観
づ
く
り
を
支
え

る
人
を
い
い
ま
す
。
 

◇
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
事
 

①
提
言
活
動
廿
日
頃
感
じ
て
い
る
身
近

な
景
観
に
つ
い
て
、
ハ
ガ
キ
で
提
言

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

②
実
践
活
動
廿
「
景
観
の
日
」
関
係
事

業
な
ど
、
景
観
形
成
に
関
す
る
行
事

や
道
路
、
河
川
の
美
化
・
清
掃
活
動

な
ど
に
参
加
し
ま
す
。
 

※
い
ず
れ
も
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

都
合
の
良
い
時
に
参
加
し
て
く
だ
さ

れ
ば
結
構
で
す
。
 

◇
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
 

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
登
録
で
き
ま
す
。
 

◇
登
録
費
用
 
無
料
 

◇
登
録
方
法
 
都
市
計画
課
に
置
い
て

あ
る
 
「
登録
申
し
込
み
カ
ー
ド
」
 
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
県
庁
へ

郵
送
す
る
か
、
都
市
計
画
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

   

 

都
市
計
画
課
 

内
線

3
 

 

景
観
サ
ポ

ー
タ
ー
 

募
集
の
お
知
ら
せ
 目
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と
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く
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す
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の
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て
、
ハ
ガ
キ
で
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す
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」
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ど
、
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成
に
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る
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事

や
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、
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の
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掃
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動

な
ど
に
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し
ま
す
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い
ず
れ
も
強
制
で
は
あ
り
ま
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ん
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都
合
の
良
い
時
に
参
加
し
て
く
だ
さ

れ
ば
結
構
で
す
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◇
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の
資
格
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内
に
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ま
い
の
方
な
ら
ど
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で
も
登
録
で
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ま
す
。
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録
費
用
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◇
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法
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に
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て
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項
を
記
入
し
、
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、
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く
だ
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い
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内線279 

大会議室 

言羊糸田につい 

●試験日時及び場所 

11月15日（月） 10時30分 西北中央病院 2 階 

◇試験方法 作文、面接及び書類審査 

◇受験申し込み及び間い合わせ 

受験申し込みの 「提出書類」「受付期間」 等 

ては直接お問い合わせください。 

西北中央病院管理課庶務係 雪35-3111 

市立高等看護学院 	 費34-2715 

平成11年度 

西北中央病院 

市立高等看護学院 

職員の募集 

「 職 	種 受 	験 	資 	格 採用予定人員 

看護婦（士） 
昭和45年 4 月 2 日以降に生まれ、看護婦（士）免許を有する者

または平成12年 6 月末までに看護婦（士）免許を取得見込みの者 
若干名 

専任教員 

昭和40年 4 月 2 日以降に生まれ、次のいずれかに該当する者 

(1）保健婦（士）、助産婦もしくは看護婦（士）として 1っの業務

に 3 年以上従事した者で、大学において教育に関する科目を

履修した者 

(2）保健婦（士）、助産婦もしくは看護婦（士）として 5 年以上業

務に従事した者で、専任教員として必要な研修を受けた者 

1 	名 

平
成
1
2年
度
 

訓
練

生
募

集
 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校
 

費
0
1
7
2
(3
6)
6
88
2
 

五所川原市役所 容35-2111 9 平成11年10月15日 

県
下
一
斉
に
 

秋
季
火
災
予
防
運
動
 

が
始
ま
り
ま
す
 

五
所
川
原
地
区
消
防事
務
組
合消
防
本
部
 

予
防
課
 

容
（3
5)
2
0
1
9
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
並
び
に
五

所
川
原
消
防
署
で
は
、
防
火
P
R
の
た

め
街
頭
パ
レ
ー
ド
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

実
施
し
ま
す
。
 

●

期
間
 
1
0月
1
8日
の
、
2
4日
回
 

◇
統
一
標
語
 

「
あ
ぶな
い
よ
 
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
 

し
た
 
そ
の
火
」
 

◇
主
な
行
事
 

・

1
0月
1
8日
卿
 
9
時

、
1
2時

消
防
署
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

・

1
0月
1
9日
因
 
9
時

ー
1
2時

消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

・

1
0月
2
0日
困
 
1
0時

、
1
1時
 

一
日
消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防
災
 

協
会
並
び
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
 

る
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
 

◇
火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

・

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。
 

・

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。
 

・

天
ぶ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。
 

・

風
の
強
い
と
き
は
焚
き
火
を
し
な
い
。
 

・

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
 
 

で
遊
ば
せ
な
い
。
 

・

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。
 

文

化
講
演

会
 

市
教
育
委
員
会
生

涯
学

習
課
 

内
線

5
5
5
 

●

1
0月
2
9日
岡
 

開
場

1
8時
 

開
演

1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「人
生
を
豊
か
に
す
る
会
 

話
と
ユ
ー
モ
ア
」
 

◇
講
師
 

放
送
作
家
 
は
か
ま
満
緒
さ
ん
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
当
日
は
手
話
通
訳
付
で
す
。
 

◇
募
集
定
員
 

（男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

事
 
務
 
科
 

1
0名
 

電
子
機
器
科
 

1
0名
 

製
 
版
 
科
 

1
0名
 

◇
募
集
期
間
 
1
1月
5
日
国
ま
で
 

◇
応
募
資
格
 
高
卒
程
度
の
学
力
を
有
 

す
る
人
で
あ
っ
て
障
害
が
安
定
し
、
 

1
年
間
の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
 
 

を
希
望
す
る
人
。
 
（
障
害
者手
帳
所

持
の
こ
と
）
 

◇
訓
練
期
間
 

平
成
1
2年
4
月
、
平
成
1
3年
3
月

◇
応
募
手
続
 
入
校
を
希
望
す
る
人
は

願
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
願
書
は
公
共

職
業
安
定
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

◇
選
考
日
 
1
1月
1
5日
⑧
 

※
本
校
に
お
い
て
筆
記
試
験
及
び
面
接

を
行
い
ま
す
。
 

平
成
1
2年
度
 

看

護
学
生
募

集
 

市
立
高

等
看
護
学
院
 

容
（3
4)
2
7
1
5
 

◇
募
集
人
員
  
4
0名
 

◇
修
業
年
限
 
3
年
（
た
だ
し
、
第
3
 

学
年
は
臨
床
実
習
）
 

◇
受
験
資
格
 
准
看
護
婦
（
士
）
で次
の
 

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
 

①
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務
に
従
事
 

し
て
い
る
准
看
護
婦
（
士）
 

※
高
等
学
校
卒
業
者
の
場
合
を
除
く
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
 

み
の
准
看
護
婦
（
士）
 

◇
願
書
受
付
期
間
 

1
2月
6
日
囲
、
1
2月
1
3日
卿
 

当
日
消
印
有
効
 

◇
試
験
日
 
平
成
1
2年
1
月
2
1日
国
 

◇
試
験
科
目
 

国
語
、
英
語
、
看
護
学
、
面
接
 

//
 

内線279 

大会議室 

言羊糸田につい 

●試験日時及び場所 

11月15日（月） 10時30分 西北中央病院 2 階 

◇試験方法 作文、面接及び書類審査 

◇受験申し込み及び間い合わせ 

受験申し込みの 「提出書類」「受付期間」 等 

ては直接お間い合わせください。 

西北中央病院管理課庶務係 ft35-3111 

市立高等看護学院 	 廿34-2715 

平成11年度 

西北中央病院 

市立高等看護学院 

職員の募集 

職 	種 受 	験 	資 	格 採用予定人員 

看護婦（士） 
昭和45年 4 月 2 日以降に生まれ、看護婦（士）免許を有する者

または平成12年 6 月末までに看護婦（士）免許を取得見込みの者 
若干名 

専任教員 

昭和40年 4 月 2 日以降に生まれ、次のいずれかに該当する者 

(1）保健婦（士）、助産婦もしくは看護婦（士）として 1っの業務

に 3 年以上従事した者で、大学において教育に関する科目を

履修した者 

(2）保健婦（士）、助産婦もしくは看護婦（士）として 5 年以上業

務に従事した者で、専任教員として必要な研修を受けた者 

1 	名 

市
教
育
委
員
会

生
涯
学

習
課
 

内
線

5
5
5
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県
下
一
斉
に
 

秋
季
火
災
予
防
運
動
 

が
始
ま
り
ま
す
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防本
部
 

予
防
課
 

容
（3
5)
2
0
1
9
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
並
び
に
五

所
川
原
消
防
署
で
は
、
防
火
P
R
の
た

め
街
頭
パ
レ
ー
ド
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

実
施
し
ま
す
。
 

●

期
間
 
1
0月
1
8日
囲

、
2
4日
⑨
 

◇
統
一
標
語
 

「
あ
ぶな
い
よ
 
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
 

し
た
 
そ
の
火
」
 

◇
主
な
行
事
 

・

1
0月
1
8日
⑨
 
9
時

、
1
2時

消
防
署
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

・

1
0月
1
9日
因
 
9
時

ー
1
2時

消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

・

1
0月
2
0日
困
 
1
0時
、
1
1時
 

一
日
消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防
災
 

協
会
並
び
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
 

る
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
 

◇
火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

・

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。
 

・

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。
 

・

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。
 

・

風
の
強
い
と
き
は
焚
き
火
を
し
な
い
。
 

・

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
 
 

で
遊
ば
せ
な
い
。
 

・

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。
 

●

1
0月
2
9日
岡
 

開
場

1
8時
 

開
演

1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「人
生
を
豊
か
に
す
る
会
 

話
と
ユ
ー
モ
ア
」
 

◇
講
師
 

放
送
作
家
 
は
か
ま
満
緒
さ
ん
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
当
日
は
手
話
通
訳
付
で
す
。
 

平
成
1
2年
度
 

訓
練

生
募

集
 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校
 

容
0
1
7
2
(3
6)
6
8
8
2
 

◇
募
集
定
員
 

（男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

事
 
務
 
科
 

1
0名
 

電
子
機
器
科
 

1
0名
 

製
 
版
 
科
 

1
0名
 

◇
募
集
期
間
 
1
1月
5
日
団
ま
で
 

◇
応
募
資
格
 
高
卒
程
度
の
学
力
を
有
 

す
る
人
で
あ
っ
て
障
害
が
安
定
し
、
 

1
年
間
の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
 
 

を
希
望
す
る
人
。
 
（
障
害者
手
帳
所

持
の
こ
と
）
 

◇
訓
練
期
間
 

平
成
1
2年
4
月
、
平
成
1
3年
3
月

◇
応
募
手
続
 
入
校
を
希
望
す
る
人
は

願
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
願
書
は
公
共

職
業
安
定
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

◇
選
考
日
 
1
1月
1
5日
の
 

※
本
校
に
お
い
て
筆
記
試
験
及
び
面
接

を
行
い
ま
す
。
 

平
成
1
2年
度
 

看
護
学

生
募

集
 

市
立
高
等

看
護
学

院
 

容
（3
4)
2
7
1
5
 

◇
募
集
人
員
 
4
0名
 

◇
修
業
年
限
 
3
年
（
た
だ
し
、
第
3
 

学
年
は
臨
床
実
習
）
 

◇
受
験
資
格
 
准
看
護
婦
（
士）
で次
の
 

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
 

①
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務
に
従
事
 

し
て
い
る
准
看
護
婦
（
士）
 

※
高
等
学
校
卒
業
者
の
場
合
を
除
く
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
 

み
の
准
看
護
婦
（
士）
 

◇
願
書
受
付
期
間
 

1
2月
6
日
卿

、
1
2月
1
3日
卸
 

当
日
消
印
有
効
 

◇
試
験
日
 
平
成
1
2年
1
月
2
1日
団
 

◇
試
験
科
目
 

国
語
、
英
語
、
看
護
学
、
面
接
 

／
ノ
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郵
便
局
の
 

「
国
民
年

金
保
険
料

」
 

自
動
払
込
開
始
の
お

知
ら
せ
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
1
2

1
3
 

1
1月
よ
り
、国
民
年
金
保
険料
の
口

座
振
替
に
郵便
局
の
自
動
払
込
が加
わ

る
こ
と
にな
り
ま
し
た
。
今
ま
で
毎
月

納
付
す
る
の
が
大
変
だ
った
国
民
年
金

保
険
料
も
、
口
座
振
替

（
自動
払
込
）
 

な
ら
一
度
の
申
し込
み
で
自動
的
に
保

険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す
。
 

ロ
座
振
替

（
自動
払
込
）
の
手
続
き

は
、
金
融
機
関
又
は
郵
便局
に
納
付
書

と
通
帳
並
びに
通
帳
届
出
印
を持
参
す

る
だ
け
で
、
簡
単
に
でき
ま
す
。
郵
便

局
の
自
動
払
込
が
加
わ
り
、
更
に
便
利

に
な
っ
た
ロ
座
振
替
を是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
郵
便
局
で
の
国
民
年
金
保
険

料
の
自
動
払
込
の
受
付
は
、
1
0月
1
5日

囲
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

地 	域 	・ 	町 	名（町内会名） 収 集 月 日 

毘沙門・長富地区 	飯詰地区 11月 1日（月） 

中川地区 三好地区 11月 2 日（火） 

松島地区（唐笠柳・石岡・水野尾・漆川・太刀打・一野坪・石畑・前落・中村・馬性・

野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・桃崎・吹畑・尻無） 
111月 4 日（木） 

栄地区（湊・姥落・猫測・三ッ谷・稲実・稲実団地・米崎・柳沼・広田・藤浦団地・光ケ丘

ニュータウン・みなみ広田‘広平・七ッ館・雇用促進住宅・虫流・ひがし光ケ丘・菖蒲） 
11月 8 日（月） 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・西若葉・若葉市営住

宅・若葉県営住宅・芭蕉・蘇鉄・新宮・新宮町・中平井町・下平井町・

平井町・幾世森・雛田町・敷島町・東雲町・十川町・さっき町 

11月 9 日（火） 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・川端町・上平井町 

末広町・旭町・新町・第一柳町・第二柳町・元町・栄町・田町・千鳥町 

・湊団地・八重菊・成田町・蓮沼・平和町・日の出町・不住魚・下り枝 

11月11日（木） 

梅沢地区 	七和地区 11月15日（月） 

長橋地区 11月16日（火） 

小曲地区 	みどり町 1丁目～ 8 丁目 11月18日（木） 

松島町1丁目～ 8 丁目・布屋町・弥生町・烏森・東町・鎌谷町・田園町 

・青葉町・一ッ谷・一ッ谷団地 
11月22日（月） 

＠窓口申込締切（全地区）:10月29日岡 ⑨―世帯につき、3 品目までとする。 

⑥申し込みは町内会長または班長へ。 	⑥名札を必ずつけ、朝 8 時までに出してください。 

⑥収集対象品目 

r 	例）洗濯機・冷蔵庫・テレビ・ミシンな どの一般家電製品、イス・テーブル（木製を除く）、自

転車、スノーダンプ、バッテリー、 ストーブ・小型タンク （電池と油は除いてください）、 

スキー、物干し竿（折りたたむこと 。 台を除く）、家庭用ボイラー、ガステーブルなど

⑨収集できない品目 

例）たんす、カーペット、ふとん、ソフ アー、マットレス、バイク、農機具類、タイヤ、 ドラム

缶、ホームタンク （室外用の大型の もの）など 

問い合わせ先 環境対策課 内線231・233まで 

11月1日月）は 

市（県）民税第3期 

国民健康保険税第4期 

の納期限です 
お手元の納付書を確認し、 

期限内に納めましょう。 
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1
1月
よ
り
、国
民
年
金
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険料
の
口
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替
に
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の
自
動
払
込
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わ
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こ
と
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ま
し
た
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今
ま
で
毎
月

納
付
す
る
の
が
大
変
だ
った
国
民
年
金

保
険
料
も
、
口
座
振
替

（
自動
払
込
）
 

な
ら
一
度
の
申
し込
み
で
自動
的
に
保

険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す
。
 

ロ
座
振
替

（
自動
払
込
）
の
手
続
き

は
、
金
融
機
関
又
は
郵
便局
に
納
付
書

と
通
帳
並
びに
通
帳
届
出
印
を持
参
す

る
だ
け
で
、
簡
単
に
でき
ま
す
。
郵
便

局
の
自
動
払
込
が
加
わ
り
、
更
に
便
利

に
な
っ
た
ロ
座
振
替
を是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
郵
便
局
で
の
国
民
年
金
保
険

料
の
自
動
払
込
の
受
付
は
、
1
0月
1
5日

囲
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

地 	域 	・ 	町 	名（町内会名） 収 集 月 日 

毘沙門・長富地区 	飯詰地区 11月 1日（月） 

中川地区 三好地区 11月 2 日（火） 

松島地区（唐笠柳・石岡・水野尾・漆川・太刀打・一野坪・石畑・前落・中村・馬性・

野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・桃崎・吹畑・尻無） 
111月 4 日（木） 

栄地区（湊・姥落・猫測・三ッ谷・稲実・稲実団地・米崎・柳沼・広田・藤浦団地・光ケ丘

ニュータウン・みなみ広田‘広平・七ッ館・雇用促進住宅・虫流・ひがし光ケ丘・菖蒲） 
11月 8 日（月） 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・西若葉・若葉市営住

宅・若葉県営住宅・芭蕉・蘇鉄・新宮・新宮町・中平井町・下平井町・

平井町・幾世森・雛田町・敷島町・東雲町・十川町・さっき町 

11月 9 日（火） 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・川端町・上平井町 

末広町・旭町・新町・第一柳町・第二柳町・元町・栄町・田町・千鳥町 

・湊団地・八重菊・成田町・蓮沼・平和町・日の出町・不住魚・下り枝 

11月11日（木） 

梅沢地区 	七和地区 11月15日（月） 

長橋地区 11月16日（火） 

小曲地区 	みどり町 1丁目～ 8 丁目 11月18日（木） 

松島町1丁目～ 8 丁目・布屋町・弥生町・烏森・東町・鎌谷町・田園町 

・青葉町・一ッ谷・一ッ谷団地 
11月22日（月） 

＠窓口申込締切（全地区）:10月29日岡 ⑨―世帯につき、3 品目までとする。 

⑥申し込みは町内会長または班長へ。 	⑥名札を必ずつけ、朝 8 時までに出してください。 

⑥収集対象品目 

r 	例）洗濯機・冷蔵庫・テレビ・ミシンな どの一般家電製品、イス・テーブル（木製を除く）、自

転車、スノーダンプ、バッテリー、 ストーブ・小型タンク （電池と油は除いてください）、 

スキー、物干し竿（折りたたむこと 。 台を除く）、家庭用ボイラー、ガステーブルなど

⑨収集できない品目 

例）たんす、カーペット、ふとん、ソフ アー、マットレス、バイク、農機具類、タイヤ、 ドラム

缶、ホームタンク （室外用の大型の もの）など 

問い合わせ先 環境対策課 内線231・233まで 

11月1日月）は 

市（県）民税第3期 

国民健康保険税第4期 

の納期限です 
お手元の納付書を確認し、 

期限内に納めましょう。 
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物入 

一
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ール 

押入 

	Iつ 
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L ロ K 

(85帖） 

和室 6 

' 

単位】円 

衣
 

U日 

五
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所
 

労
働
保
険

の
加
入
手
続
き

は
お
済
み

で
す
か
 

◇入居資格 

・別表に掲げる収入基準の該当者であること。 

・現に同居し、又は同居しようとする親族（婚

約の成立している方、又は婚姻関係と同様の

事情にある方）があること。 

・前項に係わらず、年齢が50歳以上の方は、お

一人でも入居の申し込みが出来ます。 

・現に住宅に困窮していることが明らかな方。 

注意事項 

・家賃については、入居者の収入に応じて決

定されます。 

・書類は必ず申込者がご持参ください。 

・現在、市営住宅申し込み中の方も、千鳥団

地に入居を希望される場合は新たに申し込

みが必要です。 

問い合わせ先 建築住宅課 内線333 

青
森
労
働
基
準
局
賃
金
課
 

公
0
1
7
7

(3
4)
4
1
1
4
 

1
0月
1
日
か

ら
 

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

新
最
低
賃
金
は
、
日
額
で
4
7
5
7
 

円
、
時
間
額
は
5
9
5
円
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
最
低
賃
金
は
産
業
別
最
低
賃

金

（4
業
種
）
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者

を
除
き
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者

（正
職
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
）
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
1
1月
2
1日
卿
か
ら
3
0日
因
ま

で
は
「
最
低
賃
金
周
知
旬
間
」
 
です
の

で
使
用
者
は
最
低
賃
金
の
周
知
に
努
め

ま
し
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う
。
 

労
働
保
険
は
、
失
業
し
た
場
合
に
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
失
業
給
付
を

行
う
雇
用
保
険
と
、
労
働
災
害
に
よ
り

負
傷
等
を
し
た
場
合
の
補
償
を
行
う
労

災
保
険
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
 

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除き
、
労
働

者
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、そ

の
事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
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。
 

◇申込期間 10月18日明)- ii月 5 日（金） 

◇申し込み手続き書類について 

①入居申込書 

②11年度の所得等証明書 

10年度の納税証明書（完納していること） 

③住民票の謄本 

◇入居予定月日 12月 1日（水）より 

◇入居選考の方法 

住宅の困窮度に応じて入居決定します。 

◇募集内容 

・団 地／千鳥 

・区 分／1LDK 19戸 

・所在地／市内湊字千鳥90番地 

・構 造／中層 3 階建て 

・住宅規模／ 6 帖間・LDK（約8.5帖間） 

床面積／44.48平方メートル 

家 	賃／ 1 5,200円～ 2 5,200 円

敷 金／ 3 ケ月 

別 表 

区分 収入基準 扶 	養 	親 	族 （ 年 間 収 入 額 ） 

1 LDK 
（月額所得） 

200,000以下 

1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 

4,151,999 4,627,999 5,103 ,999 5,575 ,999 6,051 ,999 

11 平成11年10月15日 	五所川原市役所 '35-2111 
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申込み先及び問い合わせ 

青森県五所川原土木事務所 建築指導課 

容34-21 1 1 内線282・283 

◇募集する特定公共賃貸住宅の概要 

※特定公共賃貸住宅は中堅所得者を対象とした住宅です。 

（②） 自ら居住するための住宅を必要とする方。 

③政令で定める基準の収入のある方。 

※ 申込書配布の際に、入居資格の審査をし

ますので、平成10年分の所得を証明するも

の （所得証明書） を提示してください。 

特定公共賃貸住宅 新宮団地新築入居者募集のお知らせ 

構 	造 間 	取 ‘) l 	面 積 募集戸数 家 	賃 

木造 2階建 

和室 6巾占 2間 
洋室 	6.5巾占
居間・食堂兼台所
倉j車 

1〇帖 ワ
 
8
 
m
 

 
4戸 59,000円 

※家賃は収入に応じて減額できる場合があります。 

◇所在地 五所川原市大字長橋地内 

◇募集期β艮 11月 5 日（金）まてる 

◇選 考 日 11月 8 日（月） 

◇入居予定日 12月1 日（水） 

◇選考方法 審査のうえ、I志募多数の場合は 

公開抽選により入居者を決定します。 

◇入居資格 

， ① 現に同居し、又は同居しようとする親族 

のある方。 （申込み時に婚約中の方は住宅 

引き渡し時までに同居していること） 

平成11年10月15日 12 五所川原市役所 公35-2111 
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。
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よい食生活を

するために 

五所川原市食生活改善推進員会 

一
一
一
一一
一
一
一
一
一
一
一
 

チーズ入りわけぎの酢みそ禾藤 柳 

材料（4人分） 	! 

プロセスチース 4og 

いか 

わけぎ（万能ねぎ） 

小 1束 

	

I白みそ 	40Q 

	

aIさとう 	小さじ1 

l酢 	大さじ2 

	

柚子皮 	少量 

定番の酢みそ和えに

チーズを加えました。 

酢みそをまろやかにし

コクのある味は子ども

から大人まで喜んでl、 

ただけると思います。 

日本人に最も不足し

ているカルシウム補給

の面からも、おすすめ

したい一品です。 

作り方 

①チーズは細目の短冊切りにする。 

②いかは皮や内臓、吸盤等を取り除き、同様 

に切り、下ゆでする。 

③わけぎは食べやすい長さに切り、軽くゆで 

る。わかめは塩出しをして適宜切り、熱湯 

をくぐす。 

④aで①、②、③を加え、器に盛って、柚子 

の皮を散らす。 

子どもたちの 
輝く笑顔のために 

r 
五所川原おやこ劇場の皆さん 

発足以来12年間、子ども達の健やかな成長

と豊かな人間性を育むため、優れた生の舞台

鑑賞や文化活動を行い、市制施行四十五周年

記念功労賞を受賞された、五所川原おやこ劇

場（小川千恵代表、会員400名）を紹介します。 

五所川原おやこ劇場では、昨年 8回の舞台

鑑賞会を開催しました。 劇団の選考は、子ど

も達には自分の見たいものを、大人達にはど

ういうものを子ども達に見せたいかをアンケ 

ートで集計し決めています。 「劇団というと

子供向け、お子さまランチ的な内容を想像す

る人が多いですが、そんなことはありません。 

r 子ども向けではあっても大人の方も退屈しな

い中味のしっかりした劇団ばかり紹介してい

ます。 それに感動に年齢はありませんよ」 と

語るのは代表の小川千恵さん。 会員一丸とな

り、子ども達に夢と希望、知恵と勇気を与え

るため、日々積極的な活動を展開しています。 

そんな小川代表も 「最近の若い人は、人と

のつながりを面倒がる人が多くて。 活動には

興味があっても会員にはなってくれない」 と

新規会員の獲得には苦労しています。 

おやこ劇場の皆さんも 「人と人とのつなが

りがあってこそ、人間性は育ちます。地域の

役割が声高に叫ばれるようになった今、家族 

・地域の人が一緒に楽しめるおやこ劇場の活

動は、地域に信頼と安心のネットワークを広

げることだとも思っています。若いお母さん

も是非参加してほしいですね」 と呼びかけて

いました。 

I 

救忘医 E-.v生＝医ー 二  

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

0
 

ノ
一
 

日
  

（医）旭生会 
兼平内科小児科医院 

五所川原市字旭町55-2 35-3167 

！

一
 
 0

  
日
  

江渡内科医院 五所川原市字旭町7 34-3000 

※注 1．対応時間 9:00- 17:00（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内 か34-4999）で
紹介します。 
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と豊かな人間性を育むため、優れた生の舞台

鑑賞や文化活動を行い、市制施行四十五周年

記念功労賞を受賞された、五所川原おやこ劇

場（小川千恵代表、会員400名）を紹介します。 

五所川原おやこ劇場では、昨年 8 回の舞台

鑑賞会を開催しました。劇団の選考は、子ど

も達には自分の見たいものを、大人達にはど

ういうものを子ども達に見せたいかをアンケ 

ートで集計し決めています。 「劇団というと

子供向け、お子さまランチ的な内容を想像す

る人が多いですが、そんなことはありません。 

r 子ども向けではあっても大人の方も退屈しな

い中味のしっかりした劇団ばかり紹介してい

ます。 それに感動に年齢はありませんよ」 と

語るのは代表の小川千恵さん。会員一丸とな

り、子ども達に夢と希望、知恵と勇気を与え

るため、日々積極的な活動を展開しています。 

そんな小川代表も 「最近の若い人は、人と

のつながりを面倒がる人が多くて。活動には

興味があっても会員にはなってくれない」 と

新規会員の獲得には苦労しています。 

おやこ劇場の皆さんも 「人と人とのつなが

りがあってこそ、人間性は育ちます。地域の

役割が声高に叫ばれるようになった今、家族 

・地域の人が一緒に楽しめるおやこ劇場の活

動は、地域に信頼と安心のネットワークを広

げることだとも思っています。若いお母さん

も是非参加してほしいですね」 と呼びかけて

いました。 

救急医療当番医 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

0
 
/
 

 
［口
  

（医）旭生会 
兼平内科小児科医院 

五所川原市字旭町55-2 35-3167 

m
  

日
  

江渡内科医院 五所川原市字旭町7 34-3000 

※注 1．対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内 胃34-4999）で
紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

五所川原市役所 ft35-2111  平成11年10月15日 14 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012
	013
	014

